私のオシュヴィエンチュム・ブジェジンカ　　大土　洋
　フランクフルト空港でのトランジットを経てポーランド第二の都市であるクラクフの宿舎に着いたのは現地時間３月２１日午後七時半。この後、雪の中の旧市街散策もそこそこに旅程第一夜の床に就いた。翌朝８時に宿舎を出発。クラクフ市街から車で南西へ約一時間ほどの距離にあるオシュヴィエンチュム（ドイツ語・アウシュヴィッツ）・ブジェジンカ（同・ビルケナウ）に向かう。
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　私はこの旅への参加を決めた時から、“知ることの怖さ”を感じていた。そして、それは今“知ってしまった怖さ”へと変わっている。「このこと」に対して私は何ができるのか何をなすべきなのか、という鋭く重たい問いとして。

　1939年９月、ナチス・ドイツ軍はポーランドへ侵攻する。同月、独ソによる分割統治が始まる。翌1940年にナチによって接収され強制収容所として「アウシュヴィッツ」とドイツ語で呼称されるまで、オシュヴィエンチュムはポーランド軍駐屯地であった。また、翌年10月に建設が開始される「アウシュヴィッツ第二収容所」といわれるブジェジンカはオシュヴィエンチュム収容所から北西約３キロメートルのところにあり、ドイツ語で「ビルケナウ」と称される。さらに、 1942年の２月にはモノヴィッツに「アウシュヴィッツ第三」と呼ばれる強制収容所の建設も開始される。私が表題を「オシュヴィエンチュム」そして「ブジェジンカ」としたのは、ポーランドの地はポーランド語で呼び表記するのが情理と思う故である。

　開館時間の午前９時半前に「ポーランド国立オシュヴィエンチュム・ブジェジンカ博物館」に到着。唯一の専属日本人オフィシャルガイドである中谷剛さんが出迎えてくれる。中谷さんからはこの一日を通じて非常に多くの、そして極めて示唆に富むサジェッションをいただいた。拙稿は彼の言説にインスパイヤーされたものに他ならない。同博物館には年間を通じ世界の各地から平均150万人の人たちが訪れる。わが国からの訪問者は１万５千人、また隣国韓国からのそれは４万５千人だとのこと。この日も多くの人（その大部分は高校生と思われる若い人たち）の姿を見ることができた。

　「ポーランド国民と他の諸国民の殉難の記念碑として未来永遠に」残すことを承認した法令の発布（ 1947年７月・ポーランド議会）を受け、1955年に完成した同博物館（旧収容所）入り口の、欺瞞の象徴である「ＡＲＢＥＩＴ ＭＡＣＨＴ　ＦＲＥＩ（働けば自由になる）」と書かれた門の左右には当時高圧電流が流されていた鉄条網が二重に張り巡らされている。オシュヴィエンチュムは当初、ポーランド人政治犯を収容する施設であった。しかし時の経過とともに欧州各国からの囚人、またソ連人、第三帝国に敵対するドイツ人、ロマ（ジプシー）、さらに反ナチス・ドイツ的存在と見なされた身体障害者も収容された。しかし、その圧倒的多数を占めたのは、1942年に“ユダヤ人問題の最終的解決”を決定したナチスによって130万人が連行され110万人以上が殺害された「ユダヤ人」であった。
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　1944年の９月からの一時期、ここにはアンネ・フランクが姉のマルゴットとともに収容されていた。また戦前、長崎で「聖母の騎士会」を創設して日本とも縁の深いカリック聖職者であるポーランド人のマクシミリアン・コルベ神父が1941年５月に収容され、８月には自ら、他の収容者の身代わりとなって毒殺された。オシュヴィエンチュム・ブジェジンカでは湿地帯特有の高い湿度と極度に不衛生な生活環境と飢え、さらに極めて寒冷な気候が収容者たちの心身を蝕んだ。そしてここが「死の収容所」と呼ばれたのは、1942年以降に連行された人たちの70～80％が死に追いやられたからである。ブジェジンカでは、ゲットーから貨車で送られて来た収容者の大部分が直接「ガス室」へと向かわされた。所内に収容スペースが不足したという理由であった。

　しかし、収容所の内側には生きるための、そして人としての尊厳を保つための闘いも存在した。運動を担った人たちは最小の犠牲で最大の効果を得る方法を選んだ。この運動は偶発的に始まり、やがて少しずつまとまっていった。そしてそれは収容者たちの救命だけではなく救急活動の組織化や精神的なケアにまで及んだ。さらに抵抗者たちはナチス・ドイツの犯罪行為を立証するための証拠を集め、それを鉄条網の外で活動する人々に手渡した。また、他の収容者への影響のないやり方で脱走が組織され、暗号化された情報は衣服の中や偽装した品物、あるいは地面の下などに隠されて交換された。巨大な恐怖と闘うためにはすべての収容者の結束と努力を必要とし、それをなし得た結果である。その例証が、1944年10月のブジェジンカにおけるユダヤ人の暴動であった。

　1945年１月27日、オシュヴィエンチュム・ブジェジンカの収容所は、ソ連軍第60師団第１ウクライナ前線部隊によって解放された。ナチス・ドイツは戦況が不利に傾くにつれて、その犯罪の痕跡を消すことに躍起となり、書類を破棄し建物を壊し遺留物を焼却した。当然、殺戮施設もその対象となり多くは爆破された。それをまぬかれて残存したのが第一収容所の「ガス室」と「焼却炉」一棟、半壊したままの第二収容所の地下に設置された「ガス室」及び「焼却炉」である。なお、第一収容所の後方には元収容所長のルドルフ・ヘスの住いと彼の絞首刑が行われた執行台も残っている。
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　そして、もっとも強力な目撃証人となったであろう収容者たちは他の施設に移された。最後のグループ約600人はドイツへ送られることになり、その過程でも多くの人たちが殺された。収容所内には10％程度のほんのわずかな病人と衰弱した人たちが生き残っていた。彼らはソ連軍の予想を上回る迅速な動きの結果として射殺計画を免れることができたのである。犠牲者の総数は当時「400万人より少なくない」とされていた。しかし1990年７月に110万人（～150万人）に訂正された。1933年３月にダッハウ強制収容所（ドイツ・ミユンヘン）が建設されてから全ヨーロッパで、ユダヤ人1000万人の内600万人が犠牲となった。ポーランド政府のオシュヴィエンチュム・ブジェジンカ永久保存決定は勇気ある選択であった。それとともに、これには当時のユダヤ人生還者たちの保存への強い要請が大きな力となっていた。

　以上がオシュヴィエンチュム・ブジェジンカについての事実関係の素描である。いつでもどこでも手に入るレベルの資料からのものであり、より詳細な分析研究に基づく諸文献は豊富にある。

　　

　これらを見て、問えることとは何か。無数にある。数例を挙げよう。人類史上もっとも民主的な体制と言われたワイマール共和国が何故ヒトラーの「ナチス・ドイツ」を生み出したのか。ユダヤ人がかくも多くの犠牲を払ったのは何故か（逆に言えば何故ドイツ人はユダヤ人を執拗に排斥しょうとしたのか）。ナチスとドイツ市民また企業との関係性。そして現代欧州（人）にとって、これらのことは何を意味しているのか。さらに、仮にその当時のユダヤ人に武装蜂起を可能とする条件がととのっていたとするならば、情勢はどの様に変化したであろうか。等々。答えは様々になされた。また、なされており、そしてなされるであろう。

　だが、私はここで自らへの問いに戻りたい。何もできない。何もしてはならない。受け止め感じそして想い続けること。これがそれへの答えである。

　「あなたには決してわからない」。これは午後、朝からの雪が間断的に降り続くブジェジンカを辞する間際に中谷さんから伝聞した、あるユダヤ人生還者の言葉である。この圧倒的な事実の集積の前に私が何を語り何をなし得るというのか。解釈や説明よりも事実に対して謙虚であらねばならない。「死は常に他者の死である」という個的存在としての限界性を前提として生きざるを得ない私の生存条件に立脚したうえで、鎮魂も、絶望という後ろ向きのニヒリズムからの脱却も、この生還者の言葉をメルクマールとしてしか成立しない。
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　「過去のある時ある所で起こったことは未来のある時ある所にも起こり得る」。第二、第三のオシュヴィエンチュム・ブジェジンカが生まれないという保証は無い。その時どうするか。この（人）類的普遍性を持った設問に対して私は、想うこと（想像すること）、としか答えることができない。1942年の冬は欧州気象観測史上に特記される厳冬となった。最低温度は高くて－20°、低いと－40°にも下がった。その時、オシュヴィエンチュム・ブジェジンカではどんなことがあったのか。それを想うためには私の想像力はあまりにも貧しい。しかし、想う。それが、偶然今ここに生かされてある私が、すべての死者に対して取り得る唯一の態度でもあるから。

　発生から二年余を経過した現在、“収束”どころかなお次々に発生する各種の難問に薄氷を踏む思いの日々であるのが実態の、「Ｆ１（東京電力福島第一発電所）“事件”」（これは東電・政界・官界・学界がぐるになって犯した“計画犯罪”である）。これに対して、当時の私はなす術も無かった。かねてより、おぼろげながら“核の問題”への認識は持っていたにもかかわらず、想いが至らなかった。想像し続ける持続力に欠けていたのである。

　この問題は大きく形而上的、形而下的、社会的の三つの要素に分けられる。形而上的とは、「未来」というアプリオリに万人共通に与えられている“完璧なる自由”が、使用済み核燃料の処理（核物質の半減期）に10万年という気の遠くなるような時間を必用とする不条理ゆえに必然的に意識させられ拘束され奪い去られるということ。また形而下的とは、核反応という現象が太陽（恒星）活動そのものであり、それを惑星である地球上の生物としての人類が取り扱うことは不可能であり傲慢であるということ。そして社会的とは、日本での導入経緯を見てもわかる通り、これがすぐれて“政治的な意図”によって行われて来たことは明白であり運用プロセスの極度な不明朗さと現場労働者の被曝問題など人為的な矛盾に満ち満ちているということである。さらに申し添えたいのは、「汚染」という表現方法の不適切さである。放射性元素はもともと自然界に存在していた物質であり「プルトニュウム」は、やらずもがなの行為の結果として存在させてしまったものなのである。従って“汚れ”ているのはこの動向を許容してしまった私なのだ。「民主主義であるのではなく民主主義をする」という主体的な行為行動が求められるこのテーゼは、ナチズムを考えるうえでも、また原子力問題に言及する場合にも共通する極めてアップツーデートな課題ではある。

　

『ポーランド・アウシュビッツとドイツ』の旅は終わった。意味と意義のあるとても貴重な時間であった。しかし、私のオシュヴィエンチュム・ブジェジンカとは何か、の答えを求めてのインナートリップは始まったばかりである。今、信仰の対象としての超越者を持たぬ私にとって、想うことは祈りであり信であり詩である。憐憫することの不遜を拒否しつつ、他を想うことは私を想うことに他ならならず、また、すべての死者を想うことはすべての生者を想うことに他ならないと思念している。

　最後に、“知とは希望である”ことの証しとして、ヴィクトール・Ｅ・フランクルの著書『夜と霧』の中の次の言葉を借りてこの稿を締め括る。
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　「それでも人生にイエスと言う」。
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　オスナブリュックでお世話になったご夫婦の体調がよくないとクリスマスの便りにあったので、一足先に出てお見舞いに行くことにした。フランクフルトで一行と合流してクラクフに向かう計画。ところがその日がルフトハンザのストライキとぶつかってしまった。幸い午前中で解決してわたしの乗る午後の便は飛んだのだが、フランクフルト空港の手荷物検査を待つホールは満杯。まともに並んでいては乗り遅れるので、搭乗券を手に「すみません、急いでいるので先に行かせてください」と連発しながら前に進んだ。すると誰かがしきりのテープを持ち上げてくれたのでそれをくぐり、それからは自分でテープを持ち上げて何列もとばして進んだ。　


　それでも目指すゲートに着いたときは、搭乗時刻を過ぎていた。幸いクラクフ行きは少し遅れたため、見慣れたお顔がこっちを向いて並んでいるのが見えてほっとした。


　日本ではほとんどなくなってしまったストライキ、ヨーロッパでは健在だ。鉄道や航空ストは、社会的影響が大きく効果的なのか、特に多い。海外出張が多く、イタリアで航空ストに会ってひ
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フランクフルト空港ロビーで待っていた顔ぶれ
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